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■ 重大な過誤を患者に 
　 伝えることは難しい 

■ 重大な過誤を患者に 
　 伝える方法を学びたい 

重大な過誤を経験した 
内科研修医（114人）への調査 

国立保健医療科学院による調査 ～16施設138人の医師からの回答～ 
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No 6人 
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33人 

無回答7人 無回答1人 
その重大な過誤を 
患者に伝えた 

Yes 44 人 
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■ 過誤について 
　 指導医と討論した 

■ 患者や家族に告白した 

米国全国無作為調査 
（医師831人、一般市民1,207人） 

2005年　国立保険医療科学院・政策科学部 調査 

■ 過去に重大な過誤に関わったことがある 

医 師 一般市民 

■ 自身または家族
に医療過誤の経
験がある 

35％ 42％ 

■ 上記の過誤の経
験者の中で医療
関係者から過誤
の告白があった 

31％ 30％ 

■ 過誤の経験者の
中で医療者から
謝罪があった 

34％ 33％ 

Blendon, NEJM, 2002

Wu, JAMA, 1991 

　人は誰でも過ちを犯す。このことは残念ながら

医師をはじめとした医療人も「ヒト」であるかぎ

り該当し、一定の頻度で医療過誤が起きてしまう

ことは避けられない。犯した過ち・失敗を告白し、

謝罪することは日常の生活においても辛く難しい

ことである。しかし医療安全を担保するための第

一歩は、医療人が残念ながら犯してしまった医療

における過ちを患者やその家族に誠実に告白・開

示することである。 

　この第一歩を踏み間違えると、医療安全が担保

できないばかりでなく、医療訴訟へと発展したり、

患者側も医療者側も経済的・精神的な大きな負

担を抱えたり、お互いに満足のいかない結果とな

る。過ちを患者・家族に告白せずして職場の同僚

達やその組織の中で、起きた事実の共有化を図

ることは不可能である。情報の共有ができなけれ

ば、医療事故等の原因分析は困難であり、事故の

再発防止も不可能となる。医療過誤の告白は、

患者側の負担を軽減し、医療人が過ちから学び、

患者側と共によりよい医療への改善へと繋げてい

くために必須の第一歩である。米国では謝罪を含

めた誠実な過誤の告白が訴訟の数を減らし賠償金

も少なくて済むというエビデンスも出つつある。 

S a f e t y  t r e n d



18 Safety Management Report  2007  No.3

S a f e t y  t r e n d


